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１．はじめに 

鉛(Pb)をベースとした Perovskite(PVK)太陽電池における光電変換界面は、その PVK層の半導体

特性などによって変化する(1)。本研究の対象となる PVK薄膜は、その前駆体であるヨウ化メチル

アンモニウム(MAI)とヨウ化鉛(PbI2)の比率を変化させることで、半導体特性が変化する Self- 

doping効果を有する(2)。両者から、太陽電池の変換性能は順構造ならびに逆構造型の PVK太陽電

池において前駆体の各比率(MAI:PbI2)を制御すると、PVK 層の半導体特性と太陽電池性能の関係

を深く理解することができる。そこで本研究では、PVK層の前駆体の比率と太陽電池構造を相互

に変化させ PVK太陽電池性能及び物性評価した。 

 

２．実験装置及び方法 

太陽電池構造は、順構造では FTO/TiO2/PVK/spiro-OMeTAD/Au とし、逆構造は、ITO/PEDOT: 

PSS/PVK/C60/Ag とした。PVK層は、DMF溶媒中に PbI2とMAIをそれぞれ、MAI:PbI2 =1:0.8, 1:0.9, 

1:1, 1:1.1, 1:1.25となるように調液し、スピンコート法で成膜後、100 ℃で 15分間、加熱処理した。 

 

３．実験結果及び考察 

Fig. 1 に(a)順構造と(b)逆構造型の PVK太陽電池における各前

駆体比率(MAI/PbI2)の太陽電池性能を示す。図に示す通り、MAI/ 

PbI2=1 を境界とし、1 以下は PbI2が rich、1 以上で MAI が rich

な PVKであることを示している。同図において、順構造では PbI2

が richな時に平均の変換効率が高く、一方、逆構造では MAIが

richな時に平均の変換効率は高い。さらに太陽電池性能の傾向と

開放電圧(Voc)の傾向が一定程度一致する結果であった。 

また、ホール効果測定によるキャリア密度測定によれば、PbI2 

rich な時に n 型半導体の特性を示し、MAI が rich な時には p 型

半導体の特性を示し、文献と一致する結果となった。従って、

本実験における PVK 層は、self-doping 効果によって半導体特性

が変化していることが確認できた。同測定によって、キャリア

移動度を得た。キャリア移動度は、MAI:PbI2 = 0.8, 1.25 で最大と

なる結果となり、MAI:PbI2 = 1では最小となる結果であった。 

本発表では、より詳細な太陽電池の各パラメータと PVK層の

半導体特性との関係について議論する。 

 

(1) Cai, Molang, et al., Joule 2.2 (2018): 296-306. 
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Fig.1 Performances of PVK 

solar cells each precursor ratio 

in (a) forward structure (b) 

inverted structure. 
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